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福島社発第 １００ 号 

平成２８年 ８月１０日 

会 員 各 位 

福島県社会保険労務士会 

会 長 金 子 昌 明 

 （公印省略）  

 

厚生労働省「メンタルヘルス不調による休業者を対象としたフィットノートの 

モデル的使用による制度設計のための情報収集」調査研究への協力について 

 

謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、今般、北里大学より、連合会に別添のとおり厚生労働省労災疾病臨床研究事業費補助金「メ

ンタルヘルス不調による休業者を対象としたフィットノートのモデル的使用による制度設計のた

めの情報収集」調査研究に関するアンケート調査への協力依頼がありました。 

本研究は、労働者の職場復帰の支援策として英国で導入されている、主治医が休業者の仕事への

適合性を評価し、雇用主による支援の必要性を助言できる就労に関する意見書「職場復帰診断書（フ

ィットノート）」を産業現場で模擬的に試行し、同診断書を日本に導入するに当たっての課題抽出

を目的としております。 

連合会としても、同診断書の策定に当たり、労務管理の専門家である社労士の意見が不可欠であ

り、また、社労士が就労に関する相談対応を行う際、将来的に本ツールを活用することも想定され

ることから、本調査に協力することとなりました。 

つきましては、メンタルヘルス不調を有する労働者の復職に携われたことがあり、同アンケート

調査に協力いただける場合は、８月２５ 日（木）までに県会事務局までご連絡いただけますよう

お願いいたします。 

なお、同アンケート調査票等の郵送を目的として、希望いただいた会員の個人情報（住所、氏名、

電話番号）を北里大学に提供いたしますので、あらかじめご了承ください。 

 

 

平成２８年８月  日 

 

厚生労働省「メンタルヘルス不調による休業者を対象としたフィットノートの 

モデル的使用による制度設計のための情報収集」調査研究への協力について 

 

氏名                 

 

厚生労働省「メンタルヘルス不調による休業者を対象としたフィットノートのモデル的使用によ

る制度設計のための情報収集」調査研究への協力を希望します。 
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